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https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seizo_sangyo/kokuki_uchu/pdf/001_02_00.pdf

航空機産業戦略における重点課題
出典：「航空機産業戦略策定以降の取組について」経済産業省製造産業局
平成28年12月（注：最新の航空機産業戦略は2024年4月に「航空機産業戦

略」が同局により策定され、現在はグリーンイノベーション基金にて産業界
の研究開発が支援されている）

我国にとって新規参入の
チャンス

電動ハイブリッド推進システムは新しい装備品の塊

背景：装備品の参入障壁に対する我国の取組
１. MEGAWATTプロジェクトの目的・狙い



１. MEGAWATTプロジェクトの目的・狙い

2030年代:電動化技術の適用
範囲を旅客機(細胴機以下)ま
で拡大

年代

開発の進捗
将来ビジョン

高出力密度化
高高度環境適合化

電動システム高効率化
電池高ｴﾈﾙｷﾞ密度化・安全性

2020 2030 2040 2050

航空機開発

相当環境実証

システム開発・統合

研究開発

④理想形③広胴機②細胴機

複合サイクル化・燃料電池

高リスク技術概念検討

①小型機

方式選定
概念検討
戦略策定

電動ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ/
水素ｼｽﾃﾑ

BWB形状、多発分散ファン
超電導化

電動システム

耐故障

MEAシステム

低騒音化

飛
行

地
上

飛
行

地
上

地上
飛
行

地
上

 2030年代の細胴機(単通路機)には
MEA技術だけでなく、推進系電動化
技術適用の可能性もでてきた。

 2020年代のシステム開発・技術実証

を通じて技術リスクが十分縮減され
る必要がある。

2040年代:電動化技術

を核として航空機の燃
費を大幅に削減

2020年代: 小出力用途(小型
電動航空機)を対象に電動化
技術の社会実装を開始

2050年代: 電動化の
理想形に到達。CO2削
減への明確な寄与

1.装備品電動化・推進系電動化研究開発 2.技術実証 3.技術搭載・採用拡大

1.水素航空機向けコア技術の研究開発 2.技術実証 3.技術搭載・採用拡大

電動化

水素航空機向け技術開発

経済産業省「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」より抜粋

液体水素利用（エンジン、タンク）

水素コア
技術

①MEA

飛
行

地
上

飛
行

地
上

電動ﾊｲﾌﾞ
ﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ

技術ロードマップ（航空機電動化コンソーシアム将来ビジョンから抜粋）
※1出典： https://www.aero.jaxa.jp/about/hub/eclair/pdf/eclair_vision.pdf

 2030年代後半に運航開始が予想される次世代単通路機が社会実装の対象
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共同研究

官民連携

ビジネス
（新技術による参入）JAXAと民間企業のキー技術を

統合したシステム技術実証
データに基づく標準化技術提案と
文書制定活動への参画

国際標準化活動

民間企業群

航空機の脱炭素化に向けた新技術
官民協議会（経産省、国交省）MEGAWATTプロジェクト

支援

技術開発

JAXA

OEMとの国際的な協業
（FAA, EASAの認証取得含む）

１. MEGAWATTプロジェクトの目的・狙い

連携

燃費性能の限界突破とCO2排出削減を目指し, JAXAと国内企業のキー技術を統合して,
ジェット旅客機メガワット電力時代の先駆けとなる.

MEGAWATTプロジェクト
の目標の一つ

MEGAWATTプロジェクト
の目標の一つ



MEGAWATT project:
demonstration of Massive Electric Generation for Aircraft and 

Wake Adaptive Thruster Technologies
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JAXA’s MEGAWATT project

Wake Adaptive Thruster

FY2025～FY2028

Generators

航空機用MW級電動ハイブリッド推進システムの技術実証

2025年6月1日 MEGAWATTプロジェクトチーム発足

大電力供給 ＆ 大電力利用
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4段多重化モータ（合計２MW）

システムアーキテクチャの概念図

Inv

Inverter

Generator

Low-pressure shaft
Motor generator

Avionics
ECS, …

M M M M
CB

Motor

Circuit breaker

Tail fanDC busHigh-pressure shaft

G

power 
management 

unit

MG

G

power 
management 

unit

MG

Inv

Inv
Inv

CB

CB
CB

M M M M

故障した電動モーターを1段ずつ
電気的に切り離せる

２．システム構想

尾部電動ファン

電動モータ

発電機

主エンジン電動化方式
全電動 シリーズハイブリッド

パーシャルハイブリッドﾞ

ハイブリッド方式

ハイブリッドﾞ

航続距離
500km

出力
20MW級

2MW級既存機並み

シリーズ・パラレル
パーシャルハイブリッドﾞ

パラレルハイブリッド

ターボエレクトリック

推進システム方式 電動推進フェーズ

離陸上昇

巡航

離陸上昇
＆巡航

BatteryC T

Jet fuel tank

M

電動モータ

C T

Jet fuel tank

G

M

胴体尾部ファン

C T

Jet fuel tank

MG

M

胴体尾部ファン

Battery

パーシャル
ハイブリッドﾞ

（ﾌﾗｲﾄｴｯｾﾝｼｬﾙ）

（非ﾌﾗｲﾄｴｯｾﾝｼｬﾙ）

（ﾌﾗｲﾄｴｯｾﾝｼｬﾙ）

電動ファン

胴体尾部電動ファン

燃費削減方式
原理

BPR向上
BPR向上
＆BLI効果

BPR：Bypass Ratio(バイパス比)
BLI：Boundary Layer Ingestion(境界層吸込み)

ターボエレクトリック

選定不選定

システム方式の選定
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回転機（発電機・電動モータ）の方式選定

直流駆動
（DCモータ）

正弦波駆動
（ACモータ）

巻線界磁式
永久磁石界磁式

直巻式
他励式

誘導機（IM）
同期機（SM）

かご形
巻線形

巻線界磁式

永久磁石界磁式
（PM）

表面磁石形（SPM）
埋込磁石形（IPM）

現行の旅客機用発電機

MEGAWATTが目指す方式
（自動車業界では既に普及）

永久磁石式は出力密度が大きい
長所 短所

自動車と異なり永久磁石が連れ回される → 安全性の課題

２．システム構想

（遮断器で電流を遮断しても磁束の変化を止められない場合がある）



永久磁石界磁式同期機

767-400ER
777

A330

A340747-800

767

787

A380

A350XWB

737NGA320 A320neo 737max

Po
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en
er
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bi
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ie

s※

●Single Aisle
▲Twin Aisle

※excluding APU

9

MEA
(More Electric Aircraft)

社会実装目標

Trend of power generation capabilities for airliners

 Next-generation
 Single-aisle aircraft
 MEA

3. 技術実証目標と進捗状況 大電力供給

巻線界磁式同期機
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エンジン1基あたりの最大発電力[MW] 10

A380
A320 A350

787(Trent1000)

アウトプット目標1

次世代航空機
（社会実装目標）

予備試験目標

この状態から電流を遮断して
模擬「負荷抜け」を発生

JAXAのエンジン保護機能：
発電機に電気的なトルク脈動
を発生させて少ないエネルギ消
費で回転数増加を抑制する

アウトプット目標(1/3)

(2027年度)

3. 技術実証目標と進捗状況

G
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CONVC/B Load

遮断器

電力変換器

SW

保護抵抗

負荷

半導体スイッチ

Controller
（制御アルゴリズム）

トリップ信号回転信号

低圧軸発電機

ターボファンエンジン
Controllable energy absorber module (CEAM)
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アウトプット目標１に対する進捗状況
共同研究電力源システム開発

概念設計
G

en
er

at
or

CONVC/B Load

遮断器

電力変換器

SW

保護抵抗

負荷

半導体スイッチ

Controller
（制御アルゴリズム）

トリップ信号回転信号

エンジン保護機能

低圧軸発電機

ターボファンエンジン

エンジン‐発電機統合実証試験

プロジェクト実行段階プロジェクト準備段階

発電機製作

・発電機‐エンジン
接続部品設計・製作
・周辺機器設計・製作

電力源システム

Decreased by 
generator power

制御アルゴリズム開発

シミュレーション

BBM試験 予備実証試験（＠JAXA）

CEAM(Controllable Energy Absorber Module)開発

統合
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AC遮断器
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Driver
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MOV
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Driver
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Driver

MOV

IGBT1
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保護抵抗

Controller
(ゲート駆動信号)

機械
SW

IHI
CONV

負荷制御機能付き
保護抵抗

電力変換器

制御器

M

Inv

M

Inv

G

Conv

M

Inv

M

Inv

電源

Controller

DCバス

電力変換器

Generator Motor

Inverter

Connverter

DC bus
DC

3. 技術実証目標と進捗状況

低圧軸発電機2軸ターボファンエンジン

CONVC/B Load

遮断器

電力変換器

SW

保護抵抗

負荷

半導体スイッチ

Controller
（制御アルゴリズム）

トリップ信号回転信号

Controllable energy absorber module (CEAM)©IHI
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初飛行年と将来展開

固定翼機

eVTOL
将来機

Alice(Eviation)

S4 (Joby Aviation)

NASA & magniX

Volocopter(E-Volo)
Antares20E(Lange Aviation)

Extra 330LE(Siemens)

MB-E1 Silent Club

EHang 184 

Electric-powered Grand Caravan

Taurus G4(Pipistrel)
Long-ESA

CityAirbus

Spirit of Innovation

ES-30(Heart Aerospace)

VX4(Vertical Aerospace)

DHC8-Q300(Universal Hydrogen)

EHang 216 

Li-ion電池の採用

5kW/kg級高出力密度モータ

有人マルチコプタ

Fuel Cell-Powered Airplane(Boeing) 
水素燃料電池の採用

航続距離400km達成

Ni-Cd電池Ni-Cd電池

HX-1(Heart Aerospace)

Hybrid-electric powered 
single-aisle aircraft 
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 次世代単通路機
 電動ハイブリッド推進

社会実装目標

大電力利用3. 技術実証目標と進捗状況
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アウトプット目標(2/3)

(2026年度下期)(2026年度上期)

(2027年度)

SACOC
(Surface Air Cooled Oil Cooler )

Electric Motor
(0.5MW*2)

(2025年度)

×

GEがNASAのNEATで達成済み
（但し、冷却は外部装置使用）

アウトプット目標２

3. 技術実証目標と進捗状況

課題：電動機の排熱を処理する冷却器の
空力抵抗を抑えつつ放熱要求を満たす

対策：ナセル環境にて電動機と統合された
冷却器に関する新設計方法を適用

実証方法：ジェット旅客機巡航高度相当
環境（低温・低圧・高速）において、MW
級電動機の熱自立運転を実施



SACOC

Motor

Inverter
DC power 

source

Power sourceOil pump

Inverter

Power
meter

AC/
CB

AC/
CB

Fuse

Fuse

ChamberMotor

共同研究

気流

IRカメラ

後流測定用の機器
(総圧・総温)

冷媒オイル模擬ヒータ
（供試体裏面）

PEEK被覆素線

設計手法確立 高高度環境試験
SACOC試作

SACOC
低温風洞試験

実証用
SACOC
製作

素線オイル浸漬試験
素線絶縁試験 固定子絶縁試験

電磁気・構造設計 熱設計・試験 発電電動機試作・試験 発電電動機製作・試験 予備実証試験（＠JAXA）

表面冷却器(SACOC)開発

低圧環境試験

発電電動機・試験装置開発

共同研究

研究開発契約

高高度環境実証試験

電動ファン駆動システム

アウトプット目標２に対する進捗状況
プロジェクト実行段階プロジェクト準備段階

P

空気流 ヒートシンク

電動機冷媒オイル

冷却器(SACOC)

高高度試験設備（ATF）

3. 技術実証目標と進捗状況

©エスペック
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航空機の脱炭素化に向けた
新技術官民協議会

SAE E-40コミティタスクグループ
(JAXA, 国内企業群…)

E-40 Electrified Propulsion 
Committee

技術提案

MEGAWATTプロジェクトにおける
国際標準化活動への寄与

連携

アウトプット目標(３/3)3. 技術実証目標と進捗状況
アウトプット目標：実証試験データを基に標準化活動に資する技術資料としてまとめ、国際標準化活動を
担う国内企業群によって構成されたグループに対して耐空性基準に対する模擬的証明案を提供する。

https://www.mlit.go.jp/koku/content/001877139.pdf

MEGAWATT
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4. まとめ

航空機の電動化技術は新しい領域
業界地図がまだ確定していない
国内企業には新規参入の大きなチャンスがある
 JAXAはMEGAWATTプロジェクトを通じてシステム統合

と大規模技術実証を進めるとともに、ECLAIRコンソーシ
アムや新技術官民協議会の枠組みを活用して国際標
準化活動に貢献し、国内企業の事業化活動を促進
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